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　日本や世界の未来に思いをはせた時、これからの教育に

必要なのは、イノベーションを興せる人材の育成だと考え

ています。これまでは、苦手分野や欠点を補い、皆が平均的

な力を持てるようにする教育が重視されてきました。これ

からは、それぞれの得意分野や個性を伸ばし、誰にも負けな

い力を育む教育が求められているのではないでしょうか。

　そうした教育を実現しようと、私はどんな生徒でも自分

に合った学びを可能とする学校づくりを進めてきました。

例えば、職員室の前の廊下に机といすを置き、生徒がいつで

も来て学べるようにしました。教室に入れない生徒が自習

したり、帰国生徒が英語の授業中の独自学習として、大使館

と英文のメールをしながら難民問題を考えたりする場所に

なっています。また、タブレットの持ち込みを可とし、読

み書きが苦手な生徒の学習を支援するツールとしました。

　才能が開花するきっかけは、どこにあるか分かりません

から、生徒のやりたいことを実現させることが大切だと考

えています。例えば、放課後の自由活動として、本校には

調理やコンピューター、美容、ギターなどがありますが、

いずれも生徒の希望で始めました。予算や講師は、教員が

アイデアを出し合って確保。また、昨年度の生徒総会で決

まった定期考査の廃止はこの４月から実施し、評価は複数

回の小テストで行っています。生徒の希望を実現しようと、

教員が行動する姿を見せることで、生徒にも物事をよりよ

くするために挑戦する姿勢が育つのではないでしょうか。

　eラーニングや遠隔授業などが義務教育の場に普及する

ことも、一人ひとりの才能を開花させる教育を後押しする

と思います。学校や教室に来られない子どもにも正規の授

業を受けるチャンスが増え、「不登校」であること自体が

問題ではなくなるかもしれません。そうした時代が来れば、

学校という場の存在や、学校で一斉授業を行う意味がます

ます問われることになります。いかに学びのスタイルが変

わり、個別最適化が進んでも、私は、学校がすべての子ど

もにとって「そこに行けば仲間や先生が支えてくれる」と

思える場であってほしいと願っています。

　自分が認められれば、他者も受け入れられるようになり

ます。公立学校ならではの様々な背景を持つ子ども一人ひ

とりが自分も他者も認めて伸ばす教育を実現することが、

未来の社会の発展につながるのではないでしょうか。
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